
会　議　録

	附属機関又は会議体の名称
	平成20年度　第１回　入善町地域新エネルギービジョン策定委員会

	事務局（担当課）
	入善町企画財務課

	開　催　日　時
	平成20年7月30日（水）　　13時30分　～　15時00分

	開　催　場　所
	　入善町まちなか交流施設　うるおい館　2階 多目的ホール

	出席者
	委　員
	作井正昭（富山大学大学院　教授）、吉島雄一（黒部川扇状地研究所）、細田勝二（みな穂農業協同組合　常務理事）、中山立（入善町商工会）、山本雅暢（入善町経営者協会　ｱｲｼﾝ新和株式会社経営管理部総務ｸﾞﾙｰﾌﾟ）、川田保（上原地区区長）、松原章（青木地区区長）、藤井原（富山県地球温暖化防止推進員）、柏原敬子（入善町女性団体連絡会　副会長）、西村義人（入善町校長会）
吹上浩朗（北陸電力魚津支社電力部長）、村田芳朗（富山県商工労働部　商工企画課長）、松澤　孝浩（入善町議会　副議長）、林榮佐雄（入善町副町長）

	
	オブザーバー
	石田博文（独立行政法人新エネルギー・産業技術総合開発機構（NEDO）関西支部）、加藤哲也（経済産業省中部経済産業局）

	
	事務局
	笹島春人（参事　企画財政課長）、田中良一（企画財政課 企画調整係長）、上田茂雄（企画財政課 企画調整係）、市森章（企画財政課 企画調整係）、井田信也（企画財政課 企画調整係）

	
	庁内検討
委員会
	笹島春人（参事　企画財政課長（策定委員会事務局長兼務））、西田義嗣（参事　総務課長）、金沢好夫（住民環境課長）、福島忠（建設下水道課長）、寺崎登（農水商工課長）、小森裕（教育委員会事務局長）、田中良一（企画財政課 企画調整係長）、上田茂雄（企画財政課 企画調整係）

	
	調査機関
	財団法人日本気象協会　4名

	会　議　次　第
	会議次第

1． 委嘱書交付
2． 開会

3． 副町長あいさつ
4． 委員紹介
5． 議事
（1） 入善町地域新エネルギービジョン策定委員会の設置について
（2） 入善町地域新エネルギービジョン策定事業について
（3） 今後のスケジュール（案）について
（4） 新エネルギービジョンに関するアンケートの実施について
（5） その他（NEDOの紹介）
6． 閉会


１．委嘱書交付
入善町副町長 林榮佐雄より委員に対し委嘱書が交付された。

２．開会

事務局長 笹島春人（企画財政課 課長）より開会が宣言された。
３．副町長あいさつ
入善町副町長 林榮佐雄より、本委員会開催にあたり挨拶があった。
４．委員紹介

事務局より委員の紹介が行われ、各委員より一言ずつ挨拶があった。

委員長、副委員長の選定が行われた。

・
松澤委員より事務局から推薦者があれば提示するよう要望があった。

・
事務局より委員長に作井委員、副委員長に細田委員を推薦し、承認された。

・
移行の議事進行は、作井委員（以下、委員長）に移管された。

・
委員長より挨拶があった。
５．議事
（１）入善町地域新エネルギービジョン策定委員会の設置について
	事務局(田中)
	【本委員会の設置意図の説明（資料2）】

	委員長


	入善町ではすでに浄化センターの風量発電や公共施設での太陽光発電など、いくつかの事業が取り入れられているが、原点に戻って地域にあるエネルギーの見直しに努めてほしい。

	事務局(田中)
	今後の新エネルギー導入に向けて様々な分野からの指摘をいただきたく、本委員会は学識者、産業界、住民代表、エネルギー供給者、教育関係者、行政からご参加いただいている。

	事務局(田中)
	庁内委員会として本委員会の資料作成等を行うとともに、ワーキンググループを設置し、今後の事業導入に向けて専門担当者で検討を行う。

	事務局(田中)
	【本委員会設置要綱の説明（資料3）】


（２）入善町地域新エネルギービジョン策定事業について
	事務局(田中)
	【入善町で実施されている新エネルギー事業や環境施策について説明（資料4）】

導入済みの新エネルギー事業、今後の施策についての主要な内容

・平成19年度に導入した風力発電施設は、当初予定を大幅に上回る稼動結果を示しており、効率がよい。

・委員会会場である「うるおい館」を含め、町営施設のいくつかに太陽光発電パネルを導入している。

・今年度は、地球温暖化防止に向け住民も引き込んで、町ぐるみで取り組んでいきたい。

・入善町には風力発電が可能な風があり、海洋深層水施設があり深層水温度差発電や、豊富な水があるので小型水力発電など、町の特性にあったビジョンを作成したいと考えている。


（３）今後のスケジュール（案）について

	事務局(田中)
	【本ビジョン策定のスケジュールについて説明（資料5）】


（５）
新エネルギービジョンに関するアンケートの実施について

	事務局(田中)
	【新エネルギーに関する児童・生徒向け、住民向け、事業所向けに実施するアンケートについて説明（資料6、資料7）】
・ビジョン策定にあたり、基盤となる住民の意識や新エネルギーに対する認知度を把握したい意図がある。8月中に発送、回収を行う予定である。

	委員長
	アンケート用紙しか配布しないのか。新エネルギーについての参考資料も配布してはどうか。

	事務局(田中)
	参考資料も同封して配布する予定だ。

	藤井委員
	生徒向けの対象を中学3年生とした理由はなにか。

	事務局(田中)
	まったく知らないより、新エネルギーや地球温暖化問題についてある程度認識しており問題意識を持っているほうがよいと考え、できるだけ上の学年を選定した。

	藤井委員
	小学生も関心が高い。小学生対象も検討してもらえないか。

	松原委員
	入善町として実施したいビジョンのコンセプトを反映した質問項目となっているのか。あくまで意識調査という位置づけか。

	事務局(田中)
	町として想定している重点となることはあるが、先入観を与えず、まずは住民の意識、現状を聞くという意図がある。

	委員長
	自由意見欄に「入善町としてできる新エネルギーは何があると思いますか？」といった項目を追加したらどうか。

	林委員
	入善町では海洋深層水の利用を行っているが、温度差発電の実施や売電を考えたらどうか。

	委員長
	過去の研究などを見ると、温度差発電は難しい問題がある。採算が合わず大規模な売電は難しい。発電した電力はその場所、周辺で消費するほうが効果的である。

	松澤委員
	海洋深層水を冷房や発電に使えることを知らない住民が多い。地域にあるエネルギーを具体的紹介して、何が自分たちの地域の特性なのか理解できるような参考資料をつけたらどうか。

	事務局(田中)
	参考資料をつけることは検討する。アンケートは一部の住民に対してのみ配布されるので、最終的にビジョンが策定されたら、概要版を作成し住民全員に周知する予定である。

	委員長
	具体的なものがあれば、住民から新しいアイデアが出てくる可能性もある。

	西村委員
	生徒向けアンケートで、難解な漢字が使われている。（問2「地球温暖化は、海面上昇や異常気象の頻発などをもたらす。」の「頻発」）文脈からは必要ない単語であと思われる。また、参考資料をつけるのであれば、「～について知っていますか？」という設問はおかしい。「知っていましたか？」などとするべきである。言い回しなどを検討してほしい。

	西村委員
	住民向けアンケートの問5（「今後、利用するとしたらどんな新エネルギーを利用したいですか？」）で、「入善町で実施するとしたらどんな新エネルギーがよいと思いますか？」など、自分たちの生活にあった質問にしたらどうか。

	事務局(田中)
	言葉や言い回しについては最度確認する。個別の設問についてのご指摘や提案は、個別に事務局まで連絡をいただきたい。


（６）
その他

	事務局(田中)
	【次回委員会の予定について報告】

	
	委員会題目：第2回 入善町地域新エネルギービジョン策定委員会

　　開催日程（予定）：平成20年9月29日（月曜日）13：30～15：00

　　開催場所：入善町まちなか交流施設　うるおい館

　　その他：開催1ヶ月前に事務局より開催通知の連絡を行う。

	NEDO
	【NEDOの紹介、新エネルギービジョン策定や新エネルギー事業導入における補助金制度等について紹介】

	委員長
	閉会宣言


	主な検討事項等
	· アンケートの個別の質問内容について、委員より意見を収集して事務局で検討する。

	資　料　等
	資料1　入善町地域新エネルギービジョン策定委員会委員名簿

資料2　入善町地域新エネルギービジョン策定委員会の設置について

資料3　入善町地域新エネルギービジョン策定員会設置要網

資料4　入善町地域新エネルギー及び環境施策について

資料5　入善町の新エネルギービジョン策定スケジュール（案）

資料6　新エネルギーに関するアンケート調査の概要（案）

資料7　アンケート内容について（案）

	そ　　の　　他
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